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） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 山形大学 機関番号 11501

小山　清人（山形大学理事（教育・学生支援担当）・副学長）

３． プログラム

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連
合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

ゆうき あきお
結城　章夫（山形大学長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） こやま　きよひと

氏名・職名

   　（ふりがな） いいづか　ひろし

コーディネーター 氏名・職名 飯塚　博（山形大学大学院理工学研究科長）

４． 申請類型 O ＜オンリーワン型＞

５．

プログラム名称 フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院

英語名称 Innovative Flex Course for Frontier Organic Material Systems

副題 価値創成グローバルリーダー養成

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士（工学）・フロンティア有機材料システム創成

７． 主要分科

（① （② （③

材料化学，電気電子工学，機械工学

８． 主要細目

（① 有機工業材料 （② 高分子・繊維材料 （③ 機能材料・デバイス

９． 専攻等名 大学院理工学研究科博士後期課程：
有機材料工学専攻，電子情報工学専攻，バイオ工学専攻，
機械システム工学専攻，ものづくり技術経営学専攻
大学院理工学研究科博士前期課程：
有機デバイス工学専攻，機械システム工学専攻，電気電子工学専攻，
機能高分子工学専攻，物質化学工学専攻，バイオ化学工学専攻，
応用生命システム工学専攻，情報科学専攻，ものづくり技術経営学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

パナソニック，三菱化学，帝人

（機関名：山形大学　申請類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院）

　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

Ｐｈ．Ｄ
材料系の教育・研究
語学力育成

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

（プログラム責任者）

小山　清人 ｺﾔﾏ ｷﾖﾋﾄ 理事・副学長 工学博士
プログラム責任者として本プログラムの
改革・運営

（プログラムコーディネーター）

飯塚　博 ｲｲﾂﾞｶ ﾋﾛｼ 大学大学院理工学研究科長 工学博士
プログラムコーディネーターとして本プ
ログラムの企画・運営

高橋　辰宏 ﾀｶﾊｼ ﾀﾂﾋﾛ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

博士（工学） 本プログラムの企画・実施

井上　健司 ｲﾉｳｴ ｹﾝｼﾞ
大学院理工学研究科（博士後期課程）バイオ工学専
攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）応
用生命システム工学専攻・教授

博士（工学） 本プログラムの企画・実施

神戸　士郎 ｶﾝﾍﾞ ｼﾛｳ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
物質化学工学専攻・教授

理学博士 本プログラムの企画・実施

森　秀晴 ﾓﾘ ﾋﾃﾞﾊﾙ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
機能高分子工学専攻・教授

博士（工学） 材料系の教育・研究

城戸　淳二 ｷﾄﾞ ｼﾞｭﾝｼﾞ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

Ｐｈ．Ｄ デバイス系の教育・研究

時任　静士 ﾄｷﾄｳ ｼｽﾞｵ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

工学博士 デバイス系の教育・研究

倉本　憲幸 ｸﾗﾓﾄ ﾉﾘﾕｷ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

工学博士 材料系の教育・研究

中山　健一 ﾅｶﾔﾏ ｹﾝｲﾁ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

博士（工学） デバイス系の教育・研究

伊藤　浩志 ｲﾄｳ ﾋﾛｼ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
有機デバイス工学専攻・教授

博士（工学） 材料系の教育・研究

熊木　治郎 ｸﾏｷ ｼﾞﾛｳ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
機能高分子工学専攻・教授

博士（工学） 材料系の教育・研究

松葉　豪 ﾏﾂﾊﾞ ｺﾞｳ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）機能高分子工学専攻・准教授

博士（工学） 材料系の教育・研究

Ziruo HONG ｼﾞﾙｵ ﾌｫﾝ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）有機デバイス工学専攻・准教授

Ｐｈ．Ｄ
デバイス系の教育・研究
語学力育成

夫　勇進 ﾌﾟ ﾖﾝｼﾞﾝ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）有機デバイス工学専攻・准教授

博士（工学） デバイス系の教育・研究

SUKUMARAN SATHISH KUMAR ｽｸﾏﾗﾝ ｻﾃｨｼｭ
ｸﾏﾙ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・助教，大学院理工学研究科（博士前期課程）
機能高分子工学専攻・助教

落合　文吾 ｵﾁｱｲ ﾌﾞﾝｺﾞ
大学院理工学研究科（博士後期課程）有機材料工学
専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）物質化学工学専攻・准教授

博士（工学） 材料系の教育・研究

田中　賢 ﾀﾅｶ ﾏｻﾙ
大学院理工学研究科（博士後期課程）バイオ工学専
攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）バ
イオ化学工学専攻・教授

理学博士 材料系の教育・研究

湯浅　哲也 ﾕｱｻ ﾃﾂﾔ
大学院理工学研究科（博士後期課程）バイオ工学専
攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）応
用生命システム工学専攻・教授

博士（工学） システム系の教育・研究

松尾　徳朗 ﾏﾂｵ ﾄｸﾛｳ
大学院理工学研究科（博士後期課程）電子情報工学
専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）情報科学専攻・准教授

博士（工学） システム系の教育・研究

廣瀬　文彦 ﾋﾛｾ ﾌﾐﾋｺ
大学院理工学研究科（博士後期課程）電子情報工学
専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課程）
電気電子工学専攻・教授

博士（工学） システム系の教育・研究

古川　英光 ﾌﾙｶﾜ ﾋﾃﾞﾐﾂ
大学院理工学研究科（博士後期課程）機械システム
工学専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前期課
程）機械システム工学専攻・教授

博士（理学） システム系の教育・研究

（機関名：山形大学　申請類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院）



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２５年度における役割)

鹿野　一郎 ｶﾉ ｲﾁﾛｳ
大学院理工学研究科（博士後期課程）機械システム
工学専攻・准教授，大学院理工学研究科（博士前期
課程）機械システム工学専攻・准教授

博士（工学） システム系の教育・研究

志村　勉 ｼﾑﾗ ﾂﾄﾑ
大学院理工学研究科（博士後期課程）ものづくり技
術経営学専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前
期課程）ものづくり技術経営学専攻・教授

博士（工学） キャリア形成教育

高橋　幸司　 ﾀｶﾊｼ ｺｳｼﾞ
大学院理工学研究科（博士後期課程）ものづくり技
術経営学専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前
期課程）ものづくり技術経営学専攻・教授

工学博士 ＭＯＴ教育及び産学協働

兒玉　直樹 ｺﾀﾞﾏ ﾅｵｷ
大学院理工学研究科（博士後期課程）ものづくり技
術経営学専攻・教授，大学院理工学研究科（博士前
期課程）ものづくり技術経営学専攻・教授

博士（工学） ＭＯＴ教育及び産学協働

仁科　浩美 ﾆｼﾅ ﾋﾛﾐ 大学院理工学研究科国際交流センター・准教授 修士（文学） 語学教育、国際理解教育

Matthew Joseph Zisk ﾏｼｭｰ ﾖｾﾌ ｼﾞｽｸ 大学院理工学研究科国際交流センター・助教 修士（文学） 語学教育、国際理解教育

菰田　卓哉 ｺﾓﾀﾞ ﾔｸﾔ
大学院理工学研究科有機デバイス工学専攻・客員教
授（パナソニック） Ｐｈ．Ｄ

産学協働教育プログラムによる「実践研
究開発能力」の育成担当

山岡　弘明 ﾔﾏｵｶ ﾋﾛｱｷ
大学院理工学研究科有機デバイス工学専攻・客員教
授（三菱化学） 修士（理学）

産学協働教育プログラムによる「実践研
究開発能力」の育成担当

村上　敬 ﾑﾗｶﾐ ﾀｶｼ
大学院理工学研究科有機デバイス工学専攻・客員教
授（帝人） 修士（工学）

産学協働教育プログラムによる「実践研
究開発能力」の育成担当

（機関名：山形大学　申請類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院）



（機関名：山形大学    申請類型：オンリーワン型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院  ）

 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

［概要］ 有機分子やポリマーといった有機材料は、この 30 年の研究展開で優れた機能の付与が可能と

なり、有機半導体やプラスチック光ファイバー、有機発光素子、有機太陽電池、炭素繊維、高強度ゲ

ルなどが次々実現され、金属やセラミックを代替し凌駕しうる夢の万能材料へと成長を遂げつつある。

しかしながら、低コスト化、フレキシブル化、高効率化など解決すべき課題は山積している。有機材

料を最大活用し、新たな付加価値をもつシステムを創成するには、有機材料に関わる様々な物理・化学・生

物学的現象を分子・ナノスケールからミクロ・マクロスケールまで階層を超えて理解し、複雑なシステムを目的

に合わせて構築・制御する必要がある。ここに未開の学問領域としてフロンティア有機材料システム分野を

創成するという着想が生まれる。これが本オンリーワン拠点形成の問題意識である。

[特色] ５年一貫プログラムでは、産学官にわたり活躍する次の４つの資質を備え、フロンティア有

機材料システム分野を創生する価値創成グローバルリーダーを育成する

（１）エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増進を目指す未来志向の使命感にあふれ

る人材

（２）有機材料工学を主とし、電気電子工学、システム工学の基盤知識を備えた高度な専門性を駆使できる

人材

（３）科学的視点と経済的視点、マクロな視点とミクロな視点、などの複眼的思考を持ち価値創成実践力を兼

ね備えた人材

（４）国際交渉を有利に進めるグローバル企画コミュニケーション力を兼ね備えた人材

具体的には、以下の施策に取り組む。

 第一に、高い問題意識と未来志向の使命感を育てるために、大学院キァリアデザインセミナーで入

学当初から学位取得後の価値創成グローバルリーダーとしてのイメージを明確化させ、そのために必

要な５年間の履修計画を作成させ評価する（価値創成のための履修計画の作成評価）。

 第二に、多種多様な履修計画に対応するため、大学院開講の全科目から院生が柔軟に科目を履修で

きるようにシステムを改良する（履修システムのフレックス化）。

 第三に、価値創成実践力を修得するための価値創成キャリアデザイン選択科目（課題発見、解決法

の決定と実行、自己評価を自ら行う演習、 例えば、価値創成 PBL、国際シンポジウムの企画運営など

新たに配置する（価値創成キャリアデザイン科目の新設）。

 第四に、社会人や留学生の多様な院生構成による自然なコミュニケーション力向上をねらって、土

曜授業や e-learning、院生寮で、学びの機会をグローバル化に対応させる（学習機会のフレックス化）。 
 さらに、学生間で切磋琢磨する環境を整備するため、優秀な学生については、５年の修業年限を４

年で終える「課程修了の特例」を適用する（早期学位授与システムの活用）。

 ３年前の教育改革で誕生した国立大学初のフレックスコースである山形大学工学部システム創成工

学科は、グローバル化を意識した価値創成教育により高い成果をあげつつある。この流れを受け、本

大学院を本学部フレックスコースの大学院版としての意味も込め、「フレックス大学院」と略称する。

[優位性] 有機材料にまつわるシステムの複雑化とグローバル化の問題は、航空機のような巨大装置

に留まらず、照明、電気自動車、自家用太陽・風力発電などの小型エネルギー分野にも及び、さらに

超小型医療用デバイスなどの医療分野にも拡大するなど、あらゆる場面で顕在化しつつある。複雑化

の一途をたどる問題を、エネルギーや環境に対する高い問題意識や地球規模の福祉増進を目指す未来志

向の使命感を持って、解決方法を探り、さらに新たな価値を見出す誠実かつ創造的な人材を育てるフロンティ

アとして、我が山形大学工学部が得意とする有機材料はまさに最適な分野であると考える。

本拠点では、「フロンティア有機材料システム」分野の創成とその分野の発展に不可欠である「人材」、

特に若手リーダー育成を主眼の育成を課題とし、この目標達成のために、我が山形大学が世界のフロン

トランナーを擁する有機エレクトロニクス、ポリマー研究をコアとして、電気電子、機械システム等の関連分野

で国際的に活躍する教員や、関連企業の第一線研究者を結集し、教員-企業間や山形大学‐海外提携大学

間の最先端共同研究を実践的教育の場に活用することも含めた、高度かつ国際的な教育研究活動を展開

する。米沢の地に、帝人を生み、有機エレクトロニクス拠点を構築したイノベーション力を活かし、

世界に比類の無いオンリーワンの価値創成グローバルリーダー養成拠点を構築する。このような博士

課程教育は、山形大学の研究・教育環境、関連企業の集積・協働体制がそろう本プログラムでのみ可

能となるものである。



（機関名：山形大学      申請類型：オンリーワン型      ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院                    ） 
 

 

 

[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

英語での学位審査
（メジャー分野, サブ分野,
連携企業の審査員を含む）
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【フレックス大学院-フロンティア有機材料システムコース】

博

士

後

期

課

程

博

士

前

期

課

程

企業 大学 研究所 海外

きめ細かい就職指導

価値創成
研究計画提案

on web

My 訪問記
on web

My CV
on web

Qualifying Examination
による修士取得特別審査

全世界へ向け
インターネット上に
成果を発信する!

フレックス大学院特別選抜 12名/年

工学部フレックス
コース

工学部
昼間コース

山形大学
他学部

他大学
高専専攻科

社会人
留学生

学位 博士（工学） ‐ 4つの質保証 -
①エネルギーや環境に対する高い問題意識と地球規模の福祉増進を目指す未来志向の使命感
②有機材料工学を主とし，電気電子工学，システム工学の基盤知識を備えた高度な専門性
③科学的視点と経済的視点，ミクロな視点とマクロな視点などの複眼的思考を備えた価値創成

実践力
④国際交渉を有利に進めるグローバル企画コミュニケーション力

・英語発表1回
・論文1本投稿済み
・研究計画コンテスト合格

メジャー科目
サブメジャー科目
キャリアデザイン
科目

50%
30%
20%

バ
ラ
ン
ス

良
く
修
得

国際シンポ
ジウム立ち上げ

My 体験談
on web

【参画・外部評価】
フレックス大学院

推進コンソーシアム
（連携企業 他）

My ロールモデル
on web

基礎科目
（物理・数学）

共通科目
コミュニケーション演習

理工系のための
実用英語

ＭＯＴ
専門科目

イノベー
ション
特 論

他
20科目

価値創成キャリア
デザイン科目（３科目）

有機材料
電子情報
システム
工 学
専門科目

有機デバ
イス特論

他
114科目

ＭＯＴ
基盤科目

マーケ
ティング
特 論

他
56科目

価値創成
キャリアデザイン

科目（３科目）

大学院キャリアデザイン・セミナー

（価値創成のための履修計画の
作成・評価）

国際シンポジウム／セミナー

価値創成project Based Learning
(他流試合）

研究室破り
（他分野研究室・連携企業への派遣）

国際共同研究

グローバル
コミュニケーション演習

予備審査
Synopsis

有機デバ
イス・機械
システム・
電気電子
基盤科目

有機合成
学特論

他
112科目

研究計画
コンテスト
本審査
Defense

研究計画
Proposal

学位論文
本審査
Defense

中間審査
Synopsis

 



 

 

機  関  名 山形大学  

プログラム名称 フロンティア有機材料システム創成フレックス大学院  

［採択理由］ 

山形大学は、有機エレクトロニクス関連研究で優れた成果を上げており、企業と

の連携を含めて先端有機エレクトロニクス材料・デバイスの研究拠点としての役割

を果たしている。  
本プログラムは、学部や修士課程が中心であったこれまでの当該分野における人

材育成を博士後期課程にまで広げ、一貫制大学院教育の確立、 Qualifying 
Examination による博士課程修了者の質の保証、キャリアデザインセミナーや、

他分野体験型研究教育等を通じた視野の広い博士の養成を計画するなど、高い研究

力を背景としながら、有機材料分野における高度な専門性を身につけた人材育成が

期待できる計画となっている。有機エレクトロニクス関連材料の研究に関する取組

について、山形大学は国内大学の中で群を抜いており、本プログラムはまさにオン

リーワンと呼べる内容である。  
また、海外の研究室への学生派遣や英語による学位審査などの施策により、学生

がこれまで以上に国際性を身につけるための工夫もこらされている。  
なお、本プログラムを通じて育成される人材が、直近の研究・開発課題に取り組

むのみならず、将来のイノベーションについても重要な役割を果たしうる人材とし

て成長するように常に配慮することが求められる。  
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